
美

術

ロ
マヲ

研

究

七

。
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桃

山

・

江

戸

前

・

中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中

ー
ー
ー
近
世
小
裁
・
中
裁
衣
類
調
査
報
告

(5) 

伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
綾
産
衣
(
図
版
E
a
、
挿
図
日
J
口
)

松
、
竹
、
鶴
、
三
つ
盛
亀
甲
、
並
び
亀
甲
(
二
亀
甲
)
の
吉
祥
文
様
が
地
文
に
な
っ

て
い
る
白
綾
の
薄
綿
入
産
衣
で
、
白
絹
糸
の
繍
で
徳
川
家
の
家
紋
丸
に
三
つ
葉
葵
紋

そ
れ
ぞ
れ
の
紋
所
に
は
周
囲
に
銀
箔
絵
で
松
竹
鶴
亀
が

施
し
て
あ
る
。
保
存
状
態
は
よ
く
、
裂
地
も
比
較
的
上
質
で
あ
る
が
白
綾
の
黄
ば
み

が
五
ヵ
所
に
つ
い
て
お
り
、

程
度
が
著
し
い
。

こ
の
産
衣
は
概
要
で
も
述
べ
た
よ
う
に
薄
浅
葱
小
紋
産
衣
仰
と
共
に
尾
張
の
徳
川

家
に
「
泰
心
院
様
御
誕
生
御
式
正
呉
服
の
内
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

つ
な
の
ぶ

る
。
泰
心
院
は
尾
張
・
徳
川
家
の
三
代
綱
誠
で
、
承
応
元
年

(
H
8
3
八
月
二
日
江
戸

市
ヶ
谷
の
鼠
穴
の
館
に
於
て
尾
張
・
徳
川
家
二
代
光
友
の
長
男
と
し
て
出
生
、
母
は

徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
女
・
千
代
姫
で
あ
る
。

こ
の
産
衣
は
、
徳
川
秀
忠
の
産
衣

(ω)よ
り
七
三
年
、
毛
利
秀
就
の
産
衣

(ω
ω

ω)
よ
り
五
七
年
後
の
も
の
に
な
り
、

江
戸
前
期
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
す
る
時
期
の
も

の
で
あ
る
が
、
袖
が
大
き
い
(
袖
幅
が
広
く
、
袖
丈
が
長
い
〉
点
を
除
く
と
、
徳
川
秀
忠

神

築

子

ノ弘;、

/口'

や
毛
利
秀
就
の
桃
山
時
代
の
四
領
の
産
衣
に
見
ら
れ
た
初
期
小
袖
風
な
様
相
が
こ
の

産
衣
に
も
見
ら
れ
る
(
桃
山
・

江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

上
、
美
術
研
究

二
六
七
号
、

二
、
三
頁
表
、
図
版
I
E
E
、
挿
図
2
、
5
、
6
、
印
、
口
、
ロ
、
口
、
U
照
合
〉。

即

ち
身
丈
(

m

)

が
短
く
、
立
棲

(
e
、
襟
下
)
が
短
く
、
襟
肩
ア

キ
(

C

)

が
狭
い
等
で
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
点
か
ら
江
戸
前
期
の
半
ば
頃
の
産
衣
で
は
、
袖
の
大
き
さ
以

外
は
形
態
上
は
殆
ど
桃
山
時
代
の
産
衣
と
変
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

こ
の
産
衣
の
綾
裂
は
、
三
つ
盛
亀
甲
、
鶴
、
松
、
竹
の
文
様
の
向
が
一
方
に
な

っ

て
い

る
上
下
の
向
が
明
瞭
な
裂
で
あ
る
が
、
裂
の
向
に
関
し
て
は
別
に
統
一
や
配
慮

は
窺
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
背
面
は
身
頃
と
右
袖
は
下
向
で
左
袖
は
上
向

註
H

に
な

っ
て
お
り
、
従
っ
て
前
面
の
身
頃
と
袖
は
そ
の
逆
方
向
と
な
る
の
で
、
前
面
は

身
頃
と
右
袖
(
向

っ
て
左
)
は
上
向
、

左
袖
(
向
っ
て
右
)
は
下
向
に
な
っ
て
い
る
。
妊

は
上
前
、
下
前
と
も
下
向
、
襟
は
上
前
に
な
る
方
が
下
向
、
従

っ
て
襟
裂
は
一
続
き

の
裂
で
あ
る
か
ら
下
前
は
上
向
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
綾
裂
の
地
文
の
向
は

不
統
一
で
、
裁
断
に
当
っ
て
地
文
の
方
向
は
考
慮
外
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

紋
は
白
絹
の
撚
の
な
い
平
糸
で
行
わ
れ
た
繍
紋
で
、
紋
の
周
囲
に
は
五
ヵ
所
と
も



そ
れ
ぞ
れ
に
銀
箔
絵
で
松
竹
鶴
亀
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
五
ケ
所
の
松
竹
鶴
亀
の
図
様

は
、
背
面
中
央
、
背
面
左
右
(
両
袖
後
側
)
、
両

胸
(
こ
の
二
つ
は
左
右
の
向
が
打
ち
返
え
し
に
な
っ

て
い
る
)

の
三
種
類
で
、

図
様
の
高
さ
は
三
種

同
一
、

幅
と
図
形
が
多
少
異
っ
て
い
る

(
図
版

E
a
、
挿
図
目
、
日
照
合
〉
。
こ
の
銀
箔
絵
は
摺
箔

弓
同
様
な
手
法
の
型
紙
使
用
と
目
さ
れ
る
の

で、

こ
の
五
カ
所
の
箔
絵
を
施
す
に
当
っ
て
は

似
通
っ
た
三
種
類
の
型
紙
が
使
用
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

銀
箔
絵
の
松
竹
鶴
亀
も
地
文
と
同
様
の
吉
祥

文
様
で
、
産
衣
に
つ
け
る
文
様
と
し
て
は
、
初

生
児
が
末
長
く
健
康
で
多
幸
で
あ
れ
と
祈
願
す

る
最
も
適
切
な
文
様
で
あ
る
。

(
形
状
、
法
量
、
住
立
て
方
)

白
綾
の
黄
、
ゆ
恥
が
著
し
い
以
外
は
損
傷
も
な
く
保

存
状
態
が
よ
い
。

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研
究
二
六
七
号
、

頁
表
)
の
同
並
び
に
挿
図
問
、
袖
が
大
き
い
以
外

は
徳
川
秀
忠
産
衣

ωに
形
態
の
上
で
似
て
い
る
小
ぶ

り
の
産
衣
で
あ
る
。
総
重
量
は
一
八

0
グ
ラ
ム
の
薄

綿
入
れ
で
、
裏
は
白
平
絹
の
通
し
裏
で
あ
る
。
襟
に

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中

a 
徳川|美術館保管〉徳川翠明会蔵(名古屋

(前)

東京
a.伝徳川綱誠所用白綾産衣 (5)背面
b. 同 部分

小
市
川
頃
(裏)中央

一
T
I
l
--
E3.閃

H
il
l
i
-
-
-
-
5
211
1
1
1占

挿図15

結
び
玉

b 

伝徳川綱誠所用白綾産衣 (5)実測図挿図16伝徳川網誠所用白綾産衣 (5)背面守縫実測図挿図17
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美

術

七

号

研

究

は
裏
襟
、
附
組
に
も
裏
裂
が
つ
い
て
、
何
れ
も
身
頃
の
裏
裂
と
共
の
白
平
絹
で
あ
る
。

こ
の
産
衣
で
は
、
室
町
・
桃
山
期
衣
類
に
は
共
通
し
て
認
め
ら
れ
た
仕
立
て
方
上
で
の

鷹
揚
さ
が
殆
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
左
右
相
称
の
個
所
は
大
部
分
が
左
右
同
寸
法
、
縫
い

方
は
丁
寧
、

且
つ
整
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
身
仕
立
て
で
後
身
頃
は
一
幅
の
裂
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
、
挿
図
目
、
げ
で
見

ら
れ
る
よ
う
な
守
縫
が

S
撚
の
白
絹
糸
二
本
ど
り
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
二
た
目
落
と
し

を
裏
面
か
ら
見
た
裏
針
目
の
守
縫
、
即
ち
今
日
で
い
う
男
児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ
る
。
ま

た
裏
裂
に
も
守
縫
の
位
置
に
襟
附
縫
の
位
置
か
ら
下
方
に
向
っ
て
二

・
五
セ

ン
チ
聞
に
五

針
、
表
の
守
縫
と
同
じ

S
撚
白
絹
糸
で
糸
じ
る
し
の
よ
う
な
針
目
が
あ
る
。
同
様
の
糸
じ

る
し
風
な
針
目
が
や
は
り
同
じ
糸
で
、
背
面
裾
中
央
に
、
表
裂
か
ら
裏
裂
に
廻
っ
て
あ

る
。
表
側
に
は
裾
か
ら
二
・
七
セ
ン
チ
聞
に
六
針
、
裏
側
に
は
裾
か
ら
一
セ
ン
チ
聞
に
二

針
、
計
八
針
の
針
目
が
あ
り
、
表
裂
か
ら
一
畏
裂
に
廻
っ
た
糸
の
余
り
糸
が

0
・
七
セ

ン
チ

裏
側
に
出
て
い
る
(
挿
図
時
三

袖
口
、
裾
、
振
、
身
八
つ
口
に
は
梅
が
あ
り
、
袖
口
沌
は

0
・
二
セ
ン
チ
前
後
、
裾
施

は
0
・
五

J
0
・
七
セ
ン
チ
で
棲
先
は
剣
先
風
に
仕
立
て
て
あ
り
、
振
と
身
八
つ
口
の
沌

は
0
・一

J
0
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
襟
と
紐
は
表
裂
と
裏
裂
が
突
き
合
わ
せ
に
縫
い
合

わ
せ
で
あ
る
が
、
襟
の
方
は
裏
裂
が
多
少
控
え
て
あ
る
よ
う
で
、
襟
先
は
剣
先
風
に
な
っ

て
い
る
。

袖
口
、
紐
通
し
の
脇
あ
き
、
裾
、
何
れ
に
も
中
入
綿
の
と
じ
は
な
く
、
ま
た
紐
通
し
の

脇
あ
き
、
袖
口
等
に
は
補
強
の
た
め
の
留
は
な
い
。

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
外
側
か
ら
の
触
感
に
よ
る
観
察
で
あ
る
が
、
室
町

・
桃
山
・

江

戸
初
頭
の
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同
様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
の
袖
の
丸
み

の
縫
目
が
一
本
だ
け
で
、
袖
の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代
の
角
は
糸
で
ぎ
り

ぎ
り
巻
き
に
縛
っ
て
あ
る
ハ
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
六
頁
、
挿
図
日
参
照
)
。
こ
の
袖
の
丸
み

の
整
え
方
は
毛
利
秀
就
所
用
産
衣
三
領

(ωωω)
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
産
衣
の
袖
下

の
縫
代
は
左
右
と
も
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
に
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

紐
通
し
穴
は
挿
図
日
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
左
右
と
も
に
両
袖
の
振
が
下
方
の
二
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-
二
セ
ン
チ
聞
を
身
頃
の
身
八
つ
口
に
前
後
と
も
く
け
つ
け
て
あ
り
、
袖
の
振
と
身
頃
の

身
八
つ
口
が
紐
通
し
穴
を
兼
ね
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

附
紐
は
上
前
下
前
と
も
に
、
挿
図
日
の
よ
う
に
縫
糸
と
同
一
の

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど
り

で
表
に
二
た
目
ず
つ
、
裏
側
(
襟
の
裏
)
に
大
針
目
が
出
て
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
針
目
は
縫
目
が

0
・
二
セ
ン
チ
前
後
、
く
け

目
が

0
・
四

J
0
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縫
糸
は

S
撚
の
白
絹
糸
で
あ
る
。

(表

裂

比
較
的
上
質
の
白
綾
で
、
地
文
は
松
、
竹
、
鶴
、
三
つ
盛
亀
甲
、
並
び
亀
甲
(
二
亀
甲
)

が
互
の
目
風
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
並
列
し
て
い
る
。
文
丈
は
打
ち
込
み
に
む
ら
が
あ
る
の

で
六
・
五
セ
ン
チ
か
ら
八
セ
ン
チ
の
問
、
実
関
幅
は
六

・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
こ
の

白
綾
は
練
り
が
少
な
く
、
黄
ば
み
の
程
度
も
著
し
い
。
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
撚
が
な
い
。

組
織
は
綾
で
、
地
は
経
の
六
枚
綾
で
右
上
り
/
、
文
は
表
の
裏
組
織
で
緯
の
六
枚
綾
で
左

上
り
¥
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
六

O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
で
あ
る
。

(裏

裂

羽
二
重
ょ
う
の
柔
い
白
平
絹
で
、
経
糸
、
緯
糸
が
同
程
度
の
太
さ
で
あ
る
。
経
糸
、
緯

糸
の
撚
は
不
詳
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
二
本
前
後
、
緯
糸
は
四
二
越
前
後

で
あ
る
。(

紋
所
の
紋
様
、
大
き
さ
、
位
置
〉

徳
川
家
の
丸
に
三
つ
葉
葵
紋
で
、
紋
様
は
、
挿
図
日

b
、
大
き
さ
は
外
径
三
・
三
セ

ン

チ
、
内
径
二
・
七
セ
ン
チ
、
位
置
は
挿
図
日
の
実
測
図
照
合
。

(6) 

伝
徳
川
綱
誠
所
用
薄
浅
葱
小
紋
産
衣
(
図
版
E
b
、
挿
図
日
目
、
幻
、
幻
)



薄
浅
葱
地
に
白
抜
き
で
宝
尽
し
模
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
小
紋
染
の
産
衣
で
、

裂
地
は
羽
二
重
ょ
う
の
平
絹
で
袷
仕
立
て
で
あ
る
。
こ
の
産
衣
は
前
述
の
白
綾
産
衣

mwと
共
に
尾
張
の
徳
川
家
に
「
泰
心
院
様
御
誕
生
御
式
正
呉
服
の
内
」
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
き
た
が
、
白
綾
産
衣
が
徳
川
秀
忠
産
衣
川
や
毛
利
秀
就
産
衣
仰
向
何
等
桃
山

時
代
の
産
衣
の
よ
う
に
身
丈
が
短
い
の
に
対
し
、
こ
の
産
衣
は
身
丈
が
極
め
て
長
く
、

こ
の
報
告
論
文
に
取
扱
っ
た
産
衣
十
三
領
の
中
で
も
最
長
で
、
江
戸
後
期
や
現
代
の

産
衣
と
殆
ど
変
ら
な
い
長
さ
で
あ
る
。

ま
た
白
綾
産
衣
に
比
し
袖
丈
も
長
く
、

そ
の

袖
は
振
附
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
は
形
状
・
寸
法
に
白
綾
産
衣
と
大
差
は
な
い

(
報
告
一
、
上
、
美
術
研
究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
表
参
照
)
の
で
、
こ
の
二
領
は
用
途
の

多
少
異
っ
た
産
衣
(
こ
の
小
紋
産
衣
は
「
ひ
ら
包
」
の
名
称
で
尾
張
・
徳
川
家
に
伝
来
し
て

お
り
、
そ
の
名
称
と
、
身
丈
袖
丈
が
長
く
、
附
組
位
置
の
低
い
形
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
着
せ

た
も
の
と
い
う
よ
り
覆
い
か
け
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
)
で
あ
っ
て
、
伝
来
通
り
同

一
人
物
の
所
用
に
な
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
産
衣
に
は
紋
所
は
な
い
が
、

五
つ
紋
の
位
置
に
同
一
の
型
紙
を
用
い
て
糊
置

防
染
で
白
抜
き
に
し
、
後
で
墨
入
れ
し
た
松
竹
鶴
亀
の
文
様
が
配
し
て
あ
る
。

そ
の

文
様
五
個
を
貫
く
よ
う
に
白
抜
き
に
輪
郭
線
が
墨
入
れ
の
太
細
二
筋
の
子
持
の
横
縞

が
胸
と
背
に
通
っ
て
い
る
(
図
版
皿
b
、
挿
図
日
)
。

こ
の
産
衣
よ
り
約
五

O
年
ば
か
り
後
の
も
の
に
な
る
が
、
毛
利
家
に
伝
来
す
る
毛

利
宗
広
(
享
控
↑
年

t
宝
暗
町
年
〉
所
用
小
裁
持
に
薄
浅
葱
小
紋
の
長
持
と
半
袴
の
二
具
が

あ
り
(
長
特
一
具
は
挿
図
日
〉
、

こ
の
小
裁
持
二
具
の
小
紋
が
、
こ
の
産
衣
の
小
紋
に

似
て
お
り
、
更
に
持
の
肩
衣
に
は
こ
の
産
衣
に
も
見
ら
れ
る
子
持
の
横
縞
が
あ
っ

て
、
双
方
互
に
想
起
さ
せ
る
好
個
の
資
料
で
あ
る
。

こ
の
産
衣
の
宝
尽
し
文
様
小
紋
は
、
型
紙
一
型
の
大
き
さ
は
、
幅
は
、
こ
の
産
衣

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中・

の
裂
に
は

a 

型
紙
の
横

東京 徳川翠明会蔵
〈名古屋 徳川美術館保管〉

の
継
ぎ
目

が
何
処
に

も
認
め
ら

れ
な
い
の

で
裂
の
最

大
の
幅
の

a.伝徳川綱誠所用薄浅葱小紋産衣 (6)背面
b. 同 部分

見
ら
れ
る

後
身
頃
三

五
セ
ン
チ

に
両
脇
の

縫
代
を
加

え
た
三
七

セ
ン
チ
以

上

(
こ
の

産
衣
は
袷

挿図18

で
あ
り
、

b 

損
傷
部
分
も
な
い
の
で
裏
面
が
見
え
ず
、
こ
の
産
衣
の
後
身
頃
に
裂
一
幅
が
用
い
て
あ
る
か

ど
う
か
も
不
詳
で
あ
る
)
、
長
さ
は
写
真
(
図
版
皿
b
、
挿
図
日
)
で
も
見
ら
れ
る
主
う
に

型
を
送
っ
た
際
の
継
ぎ
目
が
明
瞭
で
あ
り
、

そ
の
間
の
長
さ
は
一
一
セ
ン
チ
で
あ

る。

一
枚
型
で
あ
る
。
こ
の
小
紋
染
の
染
法
を
概
略
考
察
す
る
と
、
袷
仕
立
て
で
損

傷
部
分
も
な
い
た
め
表
裂
の
裏
面
観
察
が
不
可
能
な
た
め
、
当
時
の
他
の
遺
品
資
料
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細川護立氏蔵 a

か
ら
考
察
さ
れ
る
藍
で
染
色
し
た
小
紋

註
日

の
例
、
並
び
に
表
裂
の
表
面
か
ら
見
た

白
抜
き
の
部
分
の
状
態
か
ら
推
測
す
る

東京

と
次
の
よ
う
に
な
る
。
子
持
筋
の
部
分

と
松
竹
鶴
亀
の
五
ヵ
所
は
、
先
ず
最
初

分部敵
同
に
行
わ
れ
た
両
面
糊
置
で
、
一
か
日
ン

的
制
チ
の
長
さ
の
一
枚
型
を
用
い
て
型
附
し

僻
た
宝
尽
し
の
小
紋
は
片
面
糊
置
と
思
わ

勝
れ
る
。
防
染
糊
乾
燥
後
、
藍
の
応
泌
を

用所
行
い
、
こ
れ
は
薄
い
藍
に
三
浴
か
四
浴

手
や一

一
さ
せ
た
程
度
の
色
の
濃
さ
で
あ
る
と
考

細伝
同
え
ら
れ
る
。

b挿図20

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
〉

損
傷
も
槌
色
も
殆
ど
見
ら
れ
な
い
保
存

四

伝毛利宗広所用小裁薄浅葱小紋長持

防府 毛利博物館蔵
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挿図19

状
態
の
よ
い
産
衣
で
あ
る
。

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研
究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
)
の
刷
並
び
に
挿
図
幻

、
振
附

の
長
く
大
き
い
袖
と
、
長
い
身
丈
が
、
江
戸
前
期
の
武
家
の
産
衣
と
し
て
は
珍
し
く
、

且

つ
目
立
つ
産
衣
で
あ
る
。
総
重
量
は
九

0
グ
ラ
ム
の
袷
で
通
し
一
畏
が
つ
い
て
い
る
。
一
袋
裂

は
表
裂
と
同
じ
よ
う
な
手
ざ
わ
り
の
柔
か
な
羽
二
重
ょ
う
の
平
絹
で
、
色
は
表
の
薄
浅
葱

よ
り
更
に
濃
度
の
薄
い
水
浅
葱
で
あ
る
。
白
綾
産
衣
川
仰
と
同
様
に
襟
に
は
裏
襟
、
附
紐
に

も
裏
裂
が
つ
い
て
お
り
、
何
れ
も
身
頃
の
裏
裂
と
共
裂
で
あ
る
。

こ
の
袷
の
仕
立
て
方
は
、
上
杉
謙
信
、
上
杉
景
勝
所
用
の
服
飾
類
等
、
室
町
・
桃
山
・

註
口

江
戸
初
頭
頃
の
袷
仕
立
て
の
衣
類
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
四
つ
縫
の
方
法
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
即
ち
こ
の
一
つ
身
仕
立
て
の
産
衣
で
は
、
脇
縫
、
在
附
、
袖
口
下
、
袖
附
に
四
つ

縫
が
行
な
わ
れ
、
襟
附
は
襟
の
表
裂
と
身
頃
の
表
裂
・
裏
裂
と
が
三
つ
縫
さ
れ
、
襟
の
一
畏

裂
は
く
け
つ
け
て
あ
る
。
従
っ
て
植
は
襟
先
に

0
・
五
セ
ン
チ
、
立
棲
(
襟
下
)
に

0
・
七

セ
ン
チ
あ
る
ハ
襟
先
と
立
棲
の
裾
の
尖
端
は
剣
先
風
に
な
っ
て
い
る
)
だ
け
で
、

四
つ
縫
の
個
所

は
す
べ
て
突
き
合
わ
せ
で
あ
る
。

こ
の
産
衣
で
も
白
綾
産
衣
同
と
同
様
、
室
町
・
桃
山
期
特
有
の
仕
立
て
方
上
で
の
鷹
揚

さ
は
殆
ど
認
め
ら
れ
ず
、
左
右
相
称
の
個
所
は
大
部
分
は
左
右
同
寸
法
で
あ
る
。

一
つ
身
仕
立
て
で
後
身
頃
は
一
幅
の
裂
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
、
図
版
E
b
、
掃
図
的
μ
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お

守
ー
政
れ
て
い
る
(留
の
あ
と
も
な
い
、

E
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.
0
N

け
た
針
目
の
跡
も
見
当
ら
な
い
。

向
困
て
あ
る
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挿図22 伝徳川綱誠所

用薄浅葱小紋

産衣 (6)背面

守縫実測図

で
見
ら
れ
る
よ
う
な

守
縫
が
縫
糸
と
同

の
S
撚
薄
浅
葱
絹
糸

伝徳川綱誠所用薄浅葱小紋産衣 (6)実測図

二
本
ど
り
で
行
な
わ

れ
て
い
る
。
二
た
目

落
と
し
を
裏
面
か
ら

見
た
裏
針
目
の
守
縫

で
、
今
日
で
い
う
男

児
用
産
衣
の
守
縫
で

あ
る
。
白
綾
産
衣
に

は
裏
裂
に
も
背
と
裾

に
糸
じ
る
し
風
な
守

挿図21

縫
ょ
う
の
も
の
が
あ

っ
た
が
こ
の
産
衣

に
は
裏
裂
に
は
全
く

匹、、。

た
し補

強
の
た
め
の
留

は
な
く
、
左
袖
の
振

の
下
端
が
身
頃
の
脇

に
向
固
め
つ
け
て
あ
る

が
、
左
袖
の
振
は
放

れ
て
お
り
、
留
め
つ

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
白
綾
小
袖
と
同
様
で
、
こ
の
場
合
は
袖
口
下
か
ら
袖
下
に
か
け

て
の
縫
は
四
つ
縫
が
し
て
あ
る
が
、
外
側
か
ら
の
触
感
に
よ
る
観
察
で
は
、
室
町
・
桃
山

-
江
戸
初
頭
の
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同
様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
袖
の
丸

桃
山
・
江
戸
前

・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中

み
の
縫
目
は
四
つ
縫
の
糸
が
一
筋
だ
け
で
、
袖
の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代

の
角
は
糸
で
ぎ
り
ぎ
り
巻
き
に
縛
つ
で
あ
る
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
六
頁
、
挿
図
日
参
照
)

こ
の
袖
の
袖
下
の
縫
代
は
左
右
と
も
今
日
の
仕
立
同
様
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

附
紐
は
上
前
下
前
と
も
に
剣
先
よ
り
三
四

・
五
セ
ン
チ
下
方
に
、
挿
図
幻
の
よ
う
に
、

縫
糸
と
同
一
の

S
撚
薄
浅
葱
絹
糸
を
二
本
ど
り
に
し
て
縫
い
つ
け
て
あ
る
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
、
針
目
は
縫
目
が

0
・
二
セ
ン
チ
前
後
、

く
け
目
は

0
・
四

セ
ン
チ
か
ら

0
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縫
糸
は

S
撚
の
薄
浅
葱
絹
糸
で
あ
る
。

(表

裂

宝
尽
し
文
様
が
白
抜
き
に
な
っ
て
い
る
薄
浅
葱
小
紋
染
平
絹
で
、
羽
二
重
ょ
う
の
手
ざ

わ
り
の
柔
か
な
目
の
つ
ん
だ
生
地
で
、
経
糸
も
緯
糸
も
糸
が
太
く
、
緯
糸
の
方
が
経
糸
よ

り
も
更
に
太
い
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
六
本
前
後
、
緯
糸
は
三
六
越
前
後

で
あ
る
。
後
染
で
、
こ
の
小
紋
染
に
関
し
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

(裏

裂

表
裂
よ
り
も
色
の
濃
度
の
薄
い
水
浅
葱
平
絹
で
、
羽
二
重
ょ
う
の
手
ざ
わ
り
の
柔
か
な

目
の
つ
ん
だ
生
地
で
、
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
表
裂
よ
り
や
や
細
い
。
表
裂
同
様
緯
糸
の
方

が
経
糸
よ
り
幾
分
太
い
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
四
八
本
前
後
、
緯
糸
は
四
六

越
前
後
で
あ
る
。
藍
の
後
染
で
、
薄
い
藍
に
一
浴
か
二
浴
し
た
浸
染
と
考
え
ら
れ
る
。

(7) 

伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣

(
図
版
I
・
E
a
、
挿
図
幻
、
幻
、
お
、

m
U
)

mw
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
、
間
伝
伊
達
綱
村
所
用
白
羽

二
重
産
衣
、
間
伝
伊
達
吉
村
所
用
浅
葱
宝
尽
し
模
様
友
禅
産
衣
の
三
領
は
、
仙
台
藩

士
で
あ
っ
た
平
野
家
に
伝
来
し
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
平
野
家
は
古
く
か
ら
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仙
台
藩
の
陰
陽
師
で
、
家
伝
に
よ
る
と
平
野
家
の
祖
先
は
陰
陽
師
と
い
う
職
種
柄
、

藩
主
よ
り
記
念
品
的
袈
賞
を
賜
る
機
会
が
屡
T
あ
り
、

註
回

っ
た
い
わ
れ
の
あ
る
伝
来
品
中
の
三
点
で
あ
る
。

こ
の
三
領
の
産
衣
も
そ
う
い

こ
れ
ら
三
領
の
産
衣
の
中
「
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
」
仰
と
「
白
羽
二
重

産
衣
」
聞
の
二
領
は
、
伊
達
政
宗
の
曽
孫
に
当
り
、
政
宗
か
ら
数
え
て
四
代
目
の
仙

台
落
主
伊
達
綱
村
の
所
用
と
い
わ
れ
て
お
り
、

「
白
羽
二
重
産
衣
」
聞
は
「
樺
色
網

干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
」
仰
の
下
着
と
さ
れ
て
い
る
。

伊
達
綱
村
は
、
万
治
二
年

(
5
3
)
三
月
八
日
、
三
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
の
第
一

註
日

子
と
し
て
江
戸
第
に
出
生
、
母
は
側
室
の
三
沢
氏
初
子
で
あ
る
。

こ
の
五
つ
紋
の
つ
い
た
友
禅
染
産
衣
は
、
紋
は
仙
台
伊
達
家
正
式
の
家
紋
竹
に
雀

紋
が
染
め
抜
き
に
な
っ
て
お
り
、
表
は
平
絹
に
友
禅
染
で
海
辺
の
模
様
が
あ
ら
わ
し

て
あ
り
、
附
紐
も
表
裂
と
共
の
友
禅
、
裏
は
紅
平
絹
の
通
し
裏
、
薄
綿
入
れ
で
あ

る。
仙
台
伊
達
家
の
正
式
の
定
紋
は
、
竹
に

雀
の
丸
紋
で
、
上
杉
(
永
か
ら
伝
え
ら
れ
た

註
却

も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
上
杉
家
の
竹
に
雀

註
幻

の
丸
紋
と
は
一
見
し
て
図
様
を
異
に
す

る
。
即
ち
挿
図
的
ω
c
に
示
し
た
よ
う
に

本
の
竹
を
用
い
て
竹
丸
を
形
成
し
、
竹
丸

の
内
に
飛
雀
を
相
対
さ
せ
る
。
竹
の
幹
に

は
各
幹
四
節
十
数
葉
を
左
右
に
出
し
、
特

註
泣

に
竹
の
葉
に
は
露
点
を
施
す
。
こ
の
産
衣

の
紋
は
「
御
召
御
紋
帳
」
所
載
の
伊
達
氏

一
六

家
紋
と
同
一
で
、
例
伝
伊
達
吉
村
所
用
浅
葱
宝
尽
し
模
様
友
禅
産
衣
の
五
つ
紋
と

142 

も
、
中
村
恭
子
氏
発
表
論
文
「
伊
達
藩
の
服
飾
|
|
伝
伊
達
政
宗
所
用
陣
羽
織
に
つ

い
て
問
l
h
J
所
載
の
伝
伊
達
政
宗
所
用
紫
羅
背
板
地
五
色
水
玉
模
様
陣
羽
織
(
伊

達
家
伝
来
、
現
、
仙
台

b 

市
博
物
館
所
蔵
)
の
背

紋
と
も
同
一
の
紋
様

で
あ
る
(
二
本
の
竹
ψ

a.伝伊達綱村所用網干に貝模慌友禅産衣 (7)下前
b. 同上 背面左上部分
C. 向上 右袖背面部分(紋所〉

用
い
た
竹
丸
で
、
竹
丸

の
内
に
飛
雀
を
二
羽
相

対
さ
せ
、
竹
の
幹
は
各

幹
四
節
、
葉
は
各
幹
に

二
六
葉
|
|
外
側
に

五
葉
、
内
側
に
一
一
葉

挿図23

a 

C 
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l

l
、
竹
の
葉
の
露
は
各
幹
に
八
点
l
l外
側
に
六
点
、
内
側
に
二
点
ー
ー
で
あ
る
)
。

こ
の
凹
凸
の
多
い
複
雑
な
図
様
の
家
紋
が
、

五
つ
紋
と
し
て
表
裂
に
、
友
禅
染
の

白
あ
げ
部
分
と
同
様
に
糊
置
防
染
法
で
輪
郭
も
鮮
明
に
白
抜
き
に
な
っ
て
お
り
、
紋

の
輪
郭
線
や
露
の
墨
入
れ
は
、
友
禅
の
墨
入
れ
と
同
様
に
繊
細
に
加
筆
さ
れ
て
い

る

え

ば

註

泊

ま
た
こ
の
産
衣
に
見
ら
れ
る
友
禅
染
の
模
様
は
絵
羽
で
、
下
前
(
挿
図
お

a
)
や
附

紐
に
至
る
ま
で
模
様
は
極
め
て
凝
っ
て
い
る
。
こ
の
海
辺
の
模
様
は
、
樺
色
地
に
、

註
お

白
場
や
糸
目
の
白
抜
き
部
分
や
、
浅
葱
、
薄
浅
葱
、
蔚
黄
、
薄
蔚
黄
、
黄
土
色
、
白

に
近
い
薄
紅
(
ほ
の
か
な
薄
紅
と
い

っ
た
こ
の
色
は
、
貝
と
紋
所
の
竹
の
幹
と
雀
に
か
す
か

註
お

に
差
し
て
あ
る
)
、
鼠
色
等
の
色
差
し
、
墨
の
線
描
と
ぼ
か
し
並
び
に
藍
磁
の
線
描

(
網
干
の
尖
端
の
木
の
枝
の
輪
郭
線
が
藍
蝋
の
線
描
と
糸
目
)
の
描
き
起
こ
し
で
、
上
半
に

は
巻
貝
、
蛤
、

い
た
や
貝
、
あ
わ
び
等
の
貝
づ
く
し
模
様
を
、
裾
に
は
波
頭
状
に
扱

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中

桃山時代

桃山時代

桃山時代

江戸前期

a.花鳥貝模様辻ケ花染裂

b.島取りに花蛤模様辻ケ花染裂

c .海藻に貝模様鮪箔

d.貝尽し海藻模様唐織

挿図24

c
 

っ
た
網
干
の
模
様
を
染
め
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

d 

こ
れ
ら
の
模
様
を
観
察
す
る
と
、
上
半
の
貝
づ
く
し
で
は
、
貝
の
中
か
ら
海
藻
が

生
え
出
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
海
藻
が
生
え
た
貝
の
模
様
は
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
前
期
に
か
け
て
非
常
に
流
行
し
て
お
り
、
挿
図
M
に
示
し
た
の
は
流
行
期
の
染
織

品
に
見
ら
れ
る
数
例
で
あ
る
が
、
こ
の
模
様
の
流
行
は
染
織
品
に
限
ら
ず
漆
工
品
、

そ
し
て
刀
の
鍔
や
小
道
具
類
の
金
工
品
に
も
屡
々
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た

裾
の
網
干
は
、
街
か
波
頭
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
、

こ
の
よ
う
な
網
干
模
様
は
、

江
戸
前
期
の
小
袖
の
模
様
に
多
い
図
柄
で
あ
る
(
挿
図
お
に
二
例
)
。

こ
の
産
衣
の
網

干
模
様
は
、

ま
だ
木
の
枝
に
網
を
懸
け
た
原
形
が
よ
く
残

っ
て
い
る
が
、
挿
図
お
の

二
例
は
寛
文
(
H
o
o
-
-
5寸
N
)

か
ら
元
禄
(
目
白
∞
∞
J
H吋
C
ω
)

頃
に
か
け
て
の
も
の
で
、
ヲ-

、ー・

こ
で
は
網
干
の
形
は
笥
形
に
変
り
、
木
の
枝
は
街
の
皮
の
尖
端
の
よ
う
に
変
形
し
て
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い
る
。

一
七



美

併t

究

X
A
 

vdkF 

七

ロす

こ
う
し
た
図
様
の
上
半
と
裾
の
絵
羽
模
様
を
通
し
て
見
る
と
、

そ
こ
に
は
如
何
に

も
寛
文
の
大
模
様
に
繋
る
動
き
の
あ
る
面
白
さ
が
窺
わ
れ
る
。

a 

ま
た
貝
の
部
分

に
は
辻
ケ
花
染
に

見
ら
れ
る
繊
細
な

江戸前期 東京国立博物館蔵
江戸前期 京都栗山吉三郎氏蔵

せなさケら墨
るいし花れの

こて染て線
と下のお描
をつ年りも
思て代、加

わ い を 辻 え

そ
し
て
染
の
技

a.黒倫子地網干に波鴛鴛模様小袖
b. 自給子地岩lと網干模様小袖

禅 !差禅糸あ術
風μ し染目るは
なにでをが、
ぼ、はあ引明
か、力日りいら
し、賀、たか

や 友 色 友 に

素
朴
で
は

挿図25

色
調
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

の
産
衣
に
見
ら
れ

る
友
禅
染
の
技
法

b 

は
、
糸
目
は
比
較

的
太
く

糸
目
の
状
態
か
ら
推
測
し
て

筒ι

糊誌
で
は
な
く
楊
子ユ
糊お
の-
よ八
フ
で
あ
る
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糸
目
糊
を
引
い
た
後
行
っ
た
色
差
し
は
顔
科
系
の
も
の
を
用
い
た
よ
う
に
観
察
さ
れ

る
。
糸
目
糊
を
引
き
色
差
し
の
行
わ
れ
た
部
分
と
紋
、
貝
、
そ
の
他
の
白
あ
げ
の
部

註
却

分
(
線
描
き
や
ぼ
か
し
等
の
墨
入
れ
は
染
め
上
っ
て
か
ら
の
描
き
起
こ
し
)
に
伏
せ
糊
を
施

し
ん
し

註
泊

し
て
防
染
し
、
乾
燥
後
、
伸
子
に
張
っ
て
地
染
を
引
染
で
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

こ
の
地
染
の
樺
色
は
、
模
様
と
地
色
の
境
に
処
々
、
僅
か
で
は
あ
る
が
黄
色
の

部
分
が
見
ら
れ
、

こ
れ
は
地
色
の
上
掛
の
染
料
が
掛
ら
な
か
っ
た
部
分
の
下
染
か
と

考
え
ら
れ
る
。
即
ち
こ
の
地
色
の
樺
色
は
刈
安
か
何
か
の
黄
色
の
下
染
が
先
ず
引
染

で
な
さ
れ
、
次
に
そ
の
上
を
楊
梅
皮
か
何
か
茶
色
の
染
料
で
上
掛
け
が
引
染
な
さ
れ

た
と
観
察
さ
れ
る
(
こ
の
地
色
の
倖
色
は
一
見
紅
が
槌
色
し
た
よ
う
な
色
で
あ
る
が
、
縫
目

の
内
側
や
紐
附
の
内
側
な
ど
蔭
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
当
っ
た
結
果
、

紅
染
の
場
合
だ
と
当

然
そ
う
い
う
蔭
の
部
分
の
ど
こ
か
に
紅
い
色
が
残
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、

こ
の
産
衣
の
場
合

は
蔭
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
表
面
の
地
色
と
全
く
同
じ
濃
度
の
樺
色
で
あ
っ
た
か
ら
紅
染
の

槌
色
で
は
な
い)。

ヲ'、』・

紫式部石山寺l乙月を愛でる図友禅染掛幅

享保五年銘 東京国立博物館蔵
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こ
の
産
衣
は
仕
立
て
も
フ
フ
ぶ
」

で
あ
り
、
伝
徳
川
綱
誠
所
用
産
衣

(ω
例
〉
よ
り

七
年
時
代
の
下
る
も
の
で
あ
る
が
、
伝
徳
川
綱
誠
産
衣
二
領
に
形
態
も
極
め
て
似
て

お
り
、
製
作
当
時
の
古
様
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
考
察
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
、

こ
の
産
衣
は
確
実
性
あ
る
伝
来
で
、
紋
所
も

仙
台
伊
達
家
の
正
式
の
家
紋
で
あ
り
、
産
衣
の
形
態
、
模
様
等
か
ら
判
断
す
る
と
江

戸
前
期
、

そ
れ
も
伊
達
綱
村
出
生
の
万
治
二
年
当
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分

に
裏
附
け
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
産
衣
は
伝
来
通
り
四
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
所
用
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
従
来
、
友
禅
染
は
元
禄
・
頃
に
創
始
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
き

て
お
り
、

そ
の
遺
品
資
料
も
確
実
な
裏
附
け
の
あ
る
古
い
も
の
が
な
く
、

こ
れ
ま
で

は
「
享
保
伍
庚
子
六
月
十
五
日
加
刀
加
御
門
前
町
染
所
茂
平
」

の
銘
が
白
抜
き
に
染
め

出
さ
れ
て
い
る
「
紫
式
部
石
山
寺
に
月
を
愛
で
る
図
」
と
い
う
友
禅
掛
幅
(
挿
図
お
〉

が
確
実
性
の
あ
る
初
期
の
友
禅
染
遺
品
資
料
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
こ
こ
に
四

代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
所
用
と
い
う
所
用
者
の
決
定
的
な
友
禅
染
産
衣
が
明
ら
か
に

な
り
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
友
禅
染
技
術
は
素
朴
な
が
ら
、
元
禄
初
頭
を
湖
る
約
三
十

年
前
に
こ
の
よ
う
な
友
禅
染
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
近
世
染
色
の
一
つ
の
規
準

を
新
た
に
示
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

前
身
の
胸
も
と
に
上
前
下
前
と
も
比
較
的
広
範
囲
に
目
立
た
な
い
い
恥
が
あ
る
以
外
は

損
傷
も
桜
色
も
汚
れ
も
殆
ど
な
い
保
存
状
態
の
よ
い
産
衣
で
あ
る
。

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研
究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
)
の
的
並
び
に
挿
図
幻
、
袖
は

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

出ー

紐
通
し
の
穴
に
し
て
は
袖
の
脇
の
部
分
の
あ
き
が
長
大
で
、
仕
立
て
の
上
か
ら
も
振
附
小

袖
で
あ
る
が
、
振
の
下
端
が
左
右
と
も
前
後
に
二
セ
ン
チ
ず
つ
身
頃
脇
に
し
っ
か
と
縫
い

つ
け
て
あ
る
の
で
例
伝
伊
達
吉
村
所
用
浅
葱
宝
尽
し
模
様
友
禅
産
衣
と
共
に
(
同
伝
徳
川
綱

誠
所
用
臼
綾
産
衣
も
仕
立
て
の
上
で
は
振
附
小
袖
)
全
体
の
形
状
の
上
か
ら
見
て
振
附
小
袖
と

は
せ
ず
単
な
る
小
袖
と
し
て
一
覧
表
に
示
し
た
。
ま
た
十
三
領
中
こ
の
産
衣
と
例
伝
伊
達

吉
村
所
用
産
衣
の
二
領

だ
け
に
肩
あ
げ
が
あ

る
。
総
重
量
一
九
八
グ

ラ
ム
の
薄
綿
入
れ
で
、

手
ざ
わ
り
の
柔
か
な
紅

平
絹
の
通
し
裏
が
つ
い

て
い
る
。
襟
に
は
そ
の

一畏
裂
と
共
裂
の
一畏
襟
が

つ
い
て
い
る
。
附
紐
は

写
真
で
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
一
畏
裂
は
な
く
表
裂

と
共
の
友
禅
染
の
裂
が

二
つ
折
り
に
し
て
用
い

て
あ
る
。

」
の
産
衣
の
年
代
に

な
る
と
仕
立
て
方
も
相

当
に
整
っ

て
来
て

い
る

ら
し
い
が

切
羽
ト
直

A
d
寸

tsノ
/
止
今
治
l

時
代
の
仕
立
て
方
上
の

鷹
揚
さ
が
、
室
町
・
桃

山
期
の
仕
立
て
ほ
ど
で

丸紋の大きさ

イ竹業の外郭竪径3.6cm
ロ /1 横径3.7cm
ノ、竹斡の外径2.8cm
ニ /1 内径2.3cm

紐 長 さ 上前102cm
下前103cm

守縫挿図 29

1-----39，-------1 

挿図27 伝伊達綱村所用樺色網干に貝模様友禅産衣 (7)宗祖IJ図
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美

術

号

研

究

七

は
な
い
が
諸
所
に
見
ら
れ
、
左
右
相
称
の
個
所
に
も

0
・
五
セ
ン
チ
か
ら
一
セ
ン
チ
の
差

が
約
半
数
に
見
ら
れ
る
。

し
か
し
縫
い
方
は
比
較
的
丁
寧
で
且
つ
九
帳
面
さ
が
認
め
ら
れ

る

一
つ
身
仕
立
て
で
後
身
頃
は
一
幅
の
裂
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
図
版
I
、
挿
図
お

b

却
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
穿
縫
が

S
撚
紅
絹
糸
二
本
ど
り
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
挿
図
お

b

mu
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
は
守
縫
の
す
ぐ
上
に
襟
附
線
か
ら

0
・
二
セ
ン
チ
上
っ

た
と
こ
ろ
に
同
じ
糸
で
二
セ
ン
チ
聞
に
糸
が
渡
し
て
あ
る
。
守
縫
は
二
た
目
落
と
し
を
裏

面
か
ら
見
た
裏
針
目
の
守
縫
で
、
今
日
で
い
う
男
児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ
る
。
ま
た
裏
裂

に
も
守
縫
の
位
置
に

S
撚
白
絹
糸
で
二
セ
ン
チ
挿
図

m
の
よ
う
な
糸
じ
る
し
風
な
守
縫
的

な
も
の
が
あ
る
。

襟
は
背
縫
の
延
長
線
の
位
置
で
内
側
に
二
つ
折
り
に
し
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
一
九
セ
ン
チ

聞
に
折
り
込
み
分
を
笹
の
葉
形
に
消
し
て
あ
り
(
挿
図
お
参
照
)
、

内
側
に
折
り
込
ま
れ
た

分
は
約
一
セ
ン
チ
の
針
目
で
と
じ
つ
け
て
あ
る
。
た
だ
し
前
は
笹
の
葉
形
の
先
端
は
一

O

セ
ン
チ
ほ
ど
、
と
じ
た
糸
は
失
わ
れ
て
跡
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
産
衣
の
下
着

と
い
わ
れ
て
い
る
附
伝
伊
達
綱
村
所
用
白
羽
二
重
産
衣
も
こ

伝伊達綱村所用樺色網
干に貝模様友禅産衣(7)
背面守縫実測図

の
産
衣
同
様
な
方
法
で
襟
首
囲
り
が
二
つ
折
り
に
さ
れ
て
い

る。
袖
口
、
裾
、
振
、
身
八
つ
口
に
は
沌
が
あ
り
、
袖
口
砲
は

0
・
五
セ
ン
チ
前
後
、
裾
沌
は
二
セ
ン
チ
前
後
で
棲
先
は
剣

後
身
頃
(
裏
)
中
央

後
身
頃
(
裏
)

=

:

・

中

央

挿図28

挿図29

ニ
O

先
風
に
仕
立
て
て
あ
り
、
振
と
身
八
つ
口
の
施
は

0
・一

J
0
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
襟
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は
裏
裂
が
多
少
控
え
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
襟
先
は
図
版
E
a
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
表

裂
が
控
え
て
あ
り
弓
形
に
弧
を
描
い
て
い
る
。

袖
口
綿
は
裏
袖
の
袖
口
の
摘
に
ふ
く
ま
せ
て
あ
り
、
約
一
・
二
セ
ン
チ
内
側
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
約
二

J
二
・
五
セ
ン
チ
間
隔
に
紅
絹
糸
で
施
と
じ
が
し
で
あ
る
。
脇
あ
き
や
裾

に
は
中
入
綿
の
と
じ
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
紐
通
し
の
脇
あ
き
、
袖
口
等
に
は
補
強
の
た
め

の
留
は
な
い
。

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
外
側
か
ら
の
触
感
に
よ
る
観
察
で
あ
る
が
、
室
町
・
桃
山
・
江

戸
初
頭
の
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同
様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
の
袖
の
丸
み

の
縫
目
が
一
本
だ
け
で
、
袖
の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代
の
角
は
糸
で
ぎ
り

ぎ
り
巻
き
に
縛
っ
て
あ
る
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
六
頁
、
挿
図
日
参
照
)
。
こ
の
産
衣
の
袖

下
の
縫
代
は
左
右
と
も
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
に
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

紐
通
し
穴
は
挿
図
幻
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
左
右
と
も
に
両
袖
の
振
が
下
方
の
二

セ
ン
チ
聞
を
身
頃
の
身
八
つ
口
に
前
後
と
も
く
け
つ
け
て
あ
り
、
袖
の
振
と
身
頃
の
身
八

つ
口
、
が
紐
通
し
穴
を
兼
ね
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ω伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
綾
産
衣

と
大
き
さ
は
異
る
が
形
は
同
様
で
あ
る
。

附
紐
は
上
前
下
前
と
も
に
、
挿
図
幻
の
よ
う
に

S
撚
紅
絹
糸
二
本
ど
り
で
表
に
二
た
目

ず
つ
、
裏
側
(
襟
の
裏
)
に
大
針
目
が
出
て
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
挿
図
幻
の
実
測
図
に

示
し
た
位
置
に
肩
あ
げ
が
あ
る
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
針
目
は
縫
目
が

0
・
二

J
0
・
三
セ
ン
チ
、

く
け
目
が

0
・
七

J
0
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縫
糸
は

S
撚
の
紅
絹
糸
で
あ
る
。

(表

裂

友
禅
染
の
平
絹
で
、
生
地
は
薄
手
で
、
手
ざ
わ
り
が
柔
か
な
不
二
絹
の
よ
う
な
感
触

で
、
織
目
が
よ
く
揃
い
、
よ
く
つ
ん
で
い
る
上
質
の
裂
で
あ
る
。
経
糸
と
緯
糸
は
太
さ
が

ほ
ぼ
同
じ
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
間
に
、
経
糸
は
五

O
本
前
後
、
緯
糸
は
五
四
越
前
後
で



あ
る
。
貝
模
様
と
網
干
の
海
辺
模
様
が
絵
羽
に
な
っ
て
お

り
、
友
禅
染
で
染
め
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た

(
一
八
頁
参
照
)

よ
う
に
地
色
の
樺
色
は
紅
の
槌
色
で
は
な

く
黄
色
の
下
染
と
茶
色
系
の
上
掛
け
に
よ
っ
た
樺
色
で
あ

る

(裏

裂
)

後
染
の
紅
平
絹
で
、
地
質
は
表
裂
と
同
様
に
不
二
絹
の

よ
う
な
感
触
で
あ
る
が
、
表
裂
ほ
ど
は
上
質
で
な
い
。
経

糸
は
緯
糸
に
く
ら
べ
て
や
や
細
く
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
間

に
、
経
糸
は
五

O
本
前
後
、
緯
糸
は
五

O
越
前
後
で
あ

る

(
紋
所
の
紋
様
、
大
き
さ
、
位
置
)

仙
台
伊
達
家
の
正
式
の
家
紋
で
、
竹
に
雀
の
丸
紋
ハ
挿
図
お

c
)
。
二
本
の
竹
を
用
い
た

竹
丸
で
、
竹
丸
の
内
に
飛
雀
を
二
羽
相
対
さ
せ
、
竹
の
幹
は
各
幹
四
節
、
葉
は
各
幹
に
二

六
葉
|
|
外
側
に
一
五
葉
、
内
側
に
一
一
葉
ー
ー
ー
、
竹
の
葉
の
露
は
各
幹
に
八
点
|
|
外

側
に
六
点
、
内
側
に
二
点
ー
ー
で
あ
る
。
こ
の
産
衣
の
丸
紋
の
大
き
さ
は
外
径
は
竹
の
幹

の
外
側
で
二
・
八
セ
ン
チ

(
外
側
の
葉
ま
で
で
は
竪
が
三
・
六
セ
ン
チ
、
横
が
四
セ
ン
チ
)
、
内

径
は
竹
の
幹
の
内
側
で
二
・
三
セ
ン
チ
、
位
置
は
挿
図
幻
の
実
測
図
照
合
。

(8) 

伝
伊
達
綱
村
所
用
白
羽
二
重
産
衣
(
図
版
E
b
、
挿
図
初
J
W
ω
)

こ
れ
は
の
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
の
下
着
と
い
わ
れ
て

伝
来
し
た
も
の
で
、
表
裏
共
裂
の
白
羽
二
重
で
出
来
て
お
り
、
背
に
身
頃
と
同
じ
地

質
で
紅
染
の
附
紐
が
つ
い
て
い
る
。
仰
の
下
着
と
し
て
襲
ね
る
と
、
桁
、
身
幅
、
袖

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中

間一

幅
、
襟
肩
あ
き
、
襟
幅
の
寸
法
が

一

程
よ
く
控
え
て
(
美
術
研
究
二
六
七
了

号
の
二
、
三
頁
一
覧
表
的

ω、
及
び

i

一f

本
号
挿
図
幻
、
出
の
実
測
図
照
合
)
引

仕
立
て
て
あ
る
よ
う
で
、
小
気
味
「
↑

よ
い
ば
か
り
見
事
に
襲
な
り
合
う
ト

の
で
、
こ
れ
は
伝
来
通
り
紛
れ
も
)
拓

定
フ

な
い
の
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
綱
げ

¥ 
¥ 

い
J 

N ー 15.5r-→
わな つき合わせ

伝伊達綱村所用白羽二重産衣 (8)実測図

平野実氏蔵

※一一一ーは下前

東京伝伊達綱村所用白羽二重産衣 (8)背面

(前)

86cm 

挿図 33

紐全長

守縫

干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
の
下
着
で
あ
ろ
う
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

34------1 

挿図31

わな
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美

体t

研

究

七

号

損
傷
も
汚
れ
も
殆
ど
な
く
保
存
状
態
は
か
な
り
よ
い
。
形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研

究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
〉
の

ω並
び
に
挿
図
泊
。
総
重
量
七
二
グ
ラ
ム
の
小
ぶ
り
な
薄
綿

入
れ
で
、
裏
は
表
と
共
裂
の
白
羽
二
重
で
あ
る
。
後
身
頃
は
表
が
裾
で
わ
な
に
な
っ
て
裏

に
引
き
か
え
し
に
な
っ
て
続
い
て
お
り
、
上
前
の
前
身
頃
は
裾
が
表
と
一
畏
と
突
き
合
わ
せ

っ
て
い
る
(
挿
図
引
)
。

に
な
っ
て
お
り
、
下
前
の
裾
に
は

0
・
四
セ
ン
チ
の
砲
が
あ
り
、
妊
の
先
は
剣
先
風
に
な

一
つ
身
仕
立
て
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
、
挿
図
初
、
目
、
お
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
守

縫
が

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど
り
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
二
た
目
落
と
し
を
裏
面
か
ら
見
た
裏

針
目
の
守
縫
、
即
ち
今
日
で
い
う
男
児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ
る
。

こ
れ
の
上
衣
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
例
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣

の
襟
と
同
様
の
方
法
の
襟
首
囲
り
で
、
襟
は
背
縫
の
延
長
線
の
位
置
で
内
側
に
二
つ
折
り

に
し
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
十
五
セ
ン
チ
聞
に
折
り
込
み
分
を
笹
の
葉
形
に
消
し
て
あ
り
(
挿

内
側
に
折
り
込
ま
れ
た
分
は

0
・
五
セ
ン
チ
の
針
目
で
と
じ
つ
け

図取見酌
何
処
に
も
な
い
。

り
桝
袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
外
側
か
ら
の
触
感
に
よ
る
観
察
で
あ
る

に

り

竹

刀

恥
割
引
が
、
室
町
・
桃
山
・
江
戸
初
頭
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同

¥

品

川

¥
説
様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
の
袖
の
丸
み
の
縫
目
が
一
本
だ

~

:

¥

二

¥

羽

¥

向

H

¥

文

明

、

ふ

か
1綱達伊伝

図
位
、
挿
図
お
照
合
)

襟二つ折内側 山---¥
ト一一一15cm問とじっげ一一一1

後------ -----=:::::: 
身
頃

中(
裏央)

で
あ
る
。

袖
口
、
裾
等
に
は
中
入
綿
の
と
じ
は
な
く
、
ま
た
補
強
の
留
も

9cm 
背紐

伝伊達綱村所用白羽二

重産衣 (8)背面守縫実

測図

挿図32

挿図33

け
で
、
袖
の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代
の
角
は
糸
で
ぎ
り
ぎ
り
巻
き
に
縛
っ
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て
あ
る
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
六
頁
、
挿
幽
日
参
照
)
。
こ
の
産
衣
の
袖
下
の
縫
代
は
左
右

と
も
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
に
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

紅
絹
の
附
組
は
紐
の
中
央
部
分
が
背
に
く
け
つ
け
て
あ
り
、
組
は
後
か
ら
前
に
ま
わ
し

て
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
附
紐
の
位
置
は
挿
図
引
お
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
背
面
の

襟
附
中
央
か
ら
十
九
セ
ン
チ
下
方
で
、
紐
は
わ
な
が
上
に
縫
目
が
下
に
、
上
下
と
も
中
央

九
セ
ン
チ
聞
が
表
に
針
目
が
出
な
い
よ
う
に
し
て

S
撚
赤
絹
糸
一
本
ど
り
で
く
け
つ
け
て

あ
る
(
く
け
つ
け
て
あ
る
の
は
紐
の
上
下
だ
け
で
、
左
右
は
そ
の
ま
ま
あ
け
て
あ
る
〉
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
針
目
は
縫
目
が

0
・
二
セ
ン
チ
か
ら

0
・
三

セ
ン
チ
、
く
け
目
は

0
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
縫
糸
は

S
撚
白
絹
糸
で
あ
る
。

(
表
裂
、

一畏裂
、
紐
裂
)

表
、
裏
、
紐
は
同
一
の
地
質
の
平
絹
で
、
上
質
の
羽
二
重
で
あ
る
。
手
ざ
わ
り
が
柔
か

で
、
表
裂
、
裏
裂
は
白
、
紐
は
紅
の
後
染
で
あ
る
。
経
糸
は
緯
糸
よ
り
も
や
や
細
く
、
密

度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
は
五

O
本
前
後
、
緯
は
四

O
越
前
後
で
あ
る
。
経
糸
、
緯
糸
と

も
に
撚
は
不
詳
で
あ
る
。

註14 

和
服
に
は
肩
山
線
、
袖
山
線
に
縫
目
が
な
く
(
く
り
ま
わ
し
の
仕
立
て
替
え
そ
の
他
特
別
な
場
合
に

は
肩
山
、
袖
山
に
縫
目
が
あ
る
乙
と
も
あ
る
〉
、
身
頃
も
袖
も
前
後
が
一
続
き
の
裂
で
あ
る
。
従
っ
て

模
様
に
向
の
上
下
が
な
い
場
合
は
よ
い
が
、
向
の
上
下
が
明
ら
か
な
場
合
は
肩
山
線
、
袖
山
線
を
境

に
、
片
面
が
逆
の
向
舎
に
な
る
。

15 

「
摺
箔
」
は
印
金
の
技
術
か
ら
発
達
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、
型
紙
を
用
い
て
漆
や
糊
で
裂
地

の
上

に
模
様
を
置
き
、
そ
の
上
に

金
箔
、
銀
箔
を
置
い
て
摺
り
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
裂
地
に

金
箔
、
銀
箔
の
模
様
を
つ
げ
た
も
の
で
、
室
町
末
、
桃
山
、
江
戸
初
期
に
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。

16 

伝
徳
川
家
康
所
用
小
紋
梓
、
伝
細
川
忠
利
所
用
小
紋
梓
の
中
の
藍
染
の
分
(
挿
図
却
)
、

伝
徳
川
綱

誠
所
用
小
裁
藍
染
梓
、
伝
毛
利
宗
広
所
用
小
裁
藍
染
梓
二
具
(
挿
図
叩
)
の
例
で
は
、
何
れ
も
紋
所
、

小
持
筋
等
、
大
き
い
面
積
の
白
抜
部
分
は
表
裏
両
面
に
糊
置
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。



17 

「
浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
襟
摺
箔
描
絵

上
杉
謙
信
所
用
と
い
わ
れ
て
い
る
「
浅
葱
紬
裏
紅
練
緯
袷
小
袖
」

同
内
円
民
一

H
H
H
H
」

「
金
銀
欄
鍛
子
等
縫
合
嗣
服
」

「
緋
雲
文
鍛
子
陣
羽
織
」

「
白
雲
文
鍛

「
は
ぐ
ま
毛
陣
羽
織
」

子
陣
羽
織
」

「
緋
羅
紗
陣
羽
織
(
裏
・
黄
鍛
子
〉
」

「
緋
羅
紗
陣
羽
織

「
紺
・
緋
羅
紗
袖
替
り
陣
羽
織
」

(
裏
・
浅
葱
椴
子
)
」

(
以
上
は
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
四
三
号
、
二
一
六
号
、
二
五
九
号
、
上
杉
家

伝
来
衣
裳

l
講
談
社
発
行
!
の
筆
者
の
論
文
及
び
図
版
解
説
参
照
〉
、

上
杉
景
勝
所

上用
杉と
家い

のわ
家れ
臣て

直芸い

(
上
杉
家
伝
来
衣
裳
の
図
版
解
説
参
照
)
、

る
「
紺
麻
地
鎧
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
」

え
か
ね
つ

r

江
兼
続
所
用
と
い
わ
れ
る
「
薄
浅
葱
花
文
鍛
子
胴
服
」

(
上
杉
家
伝
来
衣
裳
の
図
版
解
説
参
照
)
等
に

室
町
・
桃
山
・
江
戸
初
頭
頃
の
袷
仕
立
て
の
衣
類
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
四
つ
縫
の
方
法
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

18 

平
野
実
氏
が
幼
少
時
よ
り
父
祖
か
ら
直
々
に
聞
か
れ
た
こ
と
と
、
平
野
家
に
伝
来
す
る
系
図
そ
の
他

の
記
録
を
も
と
に
記
述
さ
れ
た

「
家

に
つ
い
て
の
覚
」

(
序
文
の
日
附
は
「
昭
和
二
十
年
七
月
七
日
、

第
二
百
四
十
回
家
の
記
念
日
に
当
り
て
」
と
な
っ
て
い
る
)
、

並
び
に
平
野
実
氏
の
御
長
男
で
現
在
読

売
新
聞
編
集
局
整
理
部
に
御
勤
務
で
鳩
ケ
谷
市
文
化
財
保
護
委
員
の
平
野
清
氏
に
伺
っ
た
と
と
ろ
に
よ

る

19 

四
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
(
万
治
二
年

E
g三
月
八
日

t
享
保
四
年
口
巴
六
月
二
十
日
)
は
、
は
じ

め
綱
基
と
い
い
、
幼
名
は
亀
千
代
丸
で
あ
る
。
生
母
は
浄
眼
院
三
沢
初
子
で
、
三
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱

宗
の
側
室
で
あ
っ
た
が
、
綱
宗
は
正
室
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
、
亀
千
代
丸
は
正
室
に
生
ま
れ
た
第
一

子
も
同
然
で
あ
っ
た
。
父
綱
宗
の
費
居
に
よ
っ
て
ニ
才
で
封
を
継
い
だ
が
、
と
の
頃
い
わ
ゆ
る
伊
達
騒

動
が
起
っ
た
。
歌
舞
伎
で
知
ら
れ
た
伊
達
騒
動
の
幼
主
亀
千
代
で
、
生
母
の
三
沢
初
子
は
芝
居
で
は
乳

母
の
政
岡
に
な
っ
て
い
る
。

20 

沼
田
頼
輔
著
「
日
本
紋
章
学
」
六
二
七
頁
。

21 

美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
三
三
号
、
二
四
三
号
の
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
」

「
伝
上
杉
謙

信
所
用
雌
子
四
領
」

22 

「
伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

沼
田
頼
輔
著
「
日
本
紋
章
学
」
六
二
七
頁
。

中
」
参
照
。

23 

「
聖
和
」
第
八
号
l
聖
和
学
園
短
期
大
学
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
発
行
|
。

24 

「
絵
羽
」
と
い
う
の
は
絵
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
着
物
や
羽
織
で
、
そ
の
絵
模
様
が
背
縫
、
脇
縫
、
荏

附
、
袖
附
、
襟
附
等
の
縫
目
を
渡
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
色
。
現
今
の
も
の
で
い
う
と
裾
模
様
、

肩
裾
模
様
の
式
服
や
訪
問
着
が
好
例
。

25 

「
糸
目
」
と
い
う
の
は
、
友
禅
染
の
模
様
の
中
に
見
ら
れ
る
白
い
細
い
線
で
、
乙
の
産
衣
の
友
禅
染

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

中

で
は
、
網
干
の
網
や
組
、
巻
貝
ゃ
あ
わ
び
、
い
た
や
貝
の
輪
郭
線
、
海
藻
等
に
見
ら
れ
る
白
い
線
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
白
い
細
い
線
を
裂
に
染
め
抜
く
た
め
に
友
禅
染
で
は
、
糸
目
糊
と
い
う
糸
目
専
用
の

防
染
糊
を
楊
子
や
筒
で
、
青
花
で
描
い
た
下
絵
に
従
っ
て
裂
の
上
正
置
い
て
い
く
。
糸
目
糊
を
裂
の
上

に
置
く
際
に
、
糊
が
楊
子
や
筒
か
ら
引
か
れ
る
よ
う
な
状
態
で
置
か
れ
る
の
で
「
糸
目
を
引
く
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

26 

「
色
差
し
」
と
い
う
の
は
模
様
部
分
の
着
色
を
行
な
う
こ
と
で
、
筆
や
刷
毛
に
染
液
(
染
料
又
は
顔

料
を
溶
か
し
た
液
)
を
つ
け
て
絵
を
描
く
と
同
様
に
描
い
て
い
く
こ
と
で
「
色
挿
し
」
と
書
く
こ
と
も

あ
り
、
単
に
「
差
し
」

「
挿
し
」
と
い
う
乙
と
も
あ
る
。

27 

「
加
賀
友
禅
」
は
京
友
禅
(
加
茂
川
染
と
も
い
わ
れ
る
)
に
対
す
る
加
賀
友
禅
で
、
加
賀
の
金
沢
で

発
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
技
法
の
上
で
は
京
友
禅
と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
配
色
に
燕
脂
、

一
つ
の
単
位
模
様
の
中
に
数
種
の
色
を
染
め
分
け
、
ぼ
か
し
を
巧
み

紫
、
緑
、
藍
の
色
を
多
く
用
い

に
扱
い
、
色
彩
や
模
様
の
趣
は
京
友
禅
よ
り
も
便
化
さ
れ
図
案
化
さ
れ
て
お
り
、
更
紗
や
琉
球
の
紅
型

と
の
直
接
的
な
交
流
を
想
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
加
賀
友
禅
と
い
う
言
葉
は
古
い
時
代
に
は
全
然

見
ら
れ
ず
、
ま
た
現
在
残
っ
て
い
る
古
い
友
禅
染
の
資
料
は
加
賀
調
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、

果
し
て
乙
れ
ら
加
賀
調
の
も
の
が
全
部
加
賀
で
出
来
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

28 

「
筒
糊
」
と
い
う
の
は
尖
端
に
小
さ
な
穴
が
あ
げ
て
あ
る
渋
紙
製
の
円
錐
簡
に
糸
目
糊
(
註
お
参
照
)

を
入
れ
て
糸
目
を
引
く
こ
と
を
い
う
。
今
日
の
友
禅
染
で
は
糸
目
は
殆
ど
が
筒
糊
で
行
な
わ
れ
て
い

る。

29 

「
楊
子
糊
」
と
い
う
の
は
糸
目
を
引
く
道
具
に
筒
(
註
お
参
照
)
を
用
い
ず
、
長
さ
十
二
、
三
セ
ン

チ
の
楊
子
状
の
棒
を
用
い
る
方
法
を
い
い
、
そ
の
棒
の
尖
端
に
糸
目
糊
(
註
お
参
照
)
を
つ
け
て
糸
目

を
引
く
。
友
禅
染
の
遺
品
資
料
に
は
古
く
は
麗
ヒ
行
な
わ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
現
代
で
は

故
山
田
栄
一
氏
(
明
治
三
十
三
年

5
8十
二
月
十
七
日
生

t
昭
和
三
十
一
年

E
m
a
八
月
十
一
日
授
、
昭

和
三
十
年
三
月
十
九
日
に
友
禅
染
の
楊
子
糊
技
法
で
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
指
定
さ
れ
た
〉
を
最

後

ι殆
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

30 

「
伏
せ
糊
」
と
い
う
の
は
地
染
に
備
え
て
模
様
部
分
に
置
か
れ
る
防
染
糊
の
こ
と
で
、
色
差
し
(
註

初
参
照
)
が
完
了
し
た
模
様
部
分
に
置
か
れ
る
。
糸
目
糊
(
註
お
参
照
)
よ
り
も
柔
ら
か
く
別
名
「
べ

31 
た
糊
」
と
も
い
う
。

つ

け

ぞ

め

ひ

き

ぞ

め

地
染
に
は
浸
染
と
引
染
と
が
あ
る
が
、
友
禅
染
で
は
裂
を
伸
子
に
張
っ
て
平
制
毛
で
染
液
を
つ
げ
る

149 

引
染
が
行
な
わ
れ
る
。
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